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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　細胞配列，核の大小不岡及び高1変の貌颯状増敏など澱

　　　　　　緒　　欝　　　　　　　　　　　　　　　型性の藷しい乳y｝i状腺癌が認められ為が，紬節の闇迎

　昭状腺癌の組織発生に関しては，単純性結節性甲状　　　ド郁は写輿3に示す如く薄い被膜を以やて被敏され，描

腺腫の悪性化を重要視する学藩①“⑦が多いが，一・TJ　　型性の金く認められない蟹状腺騰の紀織鰍が総め隆誹れ

滋純性結節性甲状腺腫の悪性化については批判的な学　　　る。また塀姦4に示す如く乳頭状腺1癬と蟹状腺腫との

者⑧一⑪もあり，現在なお闘題が残されている。我教　　間にほ組織学的つながりが灘められ，斡状腺難が癌化

室においても既に畑⑫松岡⑬軸こよつて単純性結　したと考えら才Lる脇罐示している。

節性甲状腺腫が悪性化したと労えられる症例が報告さ　　　　また第2例は塀翼5に示す如く犀い被膜様結脅織に

れているが，著者は般近工0魏9ヵ月間にメL田外科教窒　　　よつて周囲のEil状腺維織と叫瞭P　meされ把紬鰍㌘勘つ

において取り扱つた甲状腺癌及び単純lth糸，！i節性甲状腺　　　て，その1判こ嚇輿6に示す如港寧し蝋状腺癌とこれに機

腫について甲状腺癌の組織発生に関する諸間題につい　　　して写輿7に示す如く灘胞1伏腺臆の組織嫌が総めもれ

て検討を行なつたので，その成績を報欝する。　　　　　る。また写翼8に示す如く乳蝋状腺癌と濾惣状線蹴の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　間には組織掌的っながりが認めr・pれ，濾聰状膝騒が癌

　　　’1　研究対象及び研究方法　　　　　　　　　　　　化したと湖えられる斯見を示してい為。

195輝4月より196蹴2服囎こメL酬科教垂お　　ま熾3例は｛うこ翼9に示す如き繍であ“て，その

いて取り扱つた甲状腺癌のうち，結節の全体を肉眼的　　大部分は写翼mの如く薄い被膜によつて被雛憲れた管

並び醐織学的に観察聡た刷父腺櫛58鰍ぴ単純　状鞭であるが，郷に写即の嬬，港わめて小さ
　　　t性結節性甲状腺腫661例を本研究の対象とした。これ　　　な乳頭状腺癌が翻められる。癌組織は鮫膜様結脅織謝

らの結節から連続的に多数の組織片を採取し，H㌫　　　以つて腺腫組織と明瞭に境されているが，ζれ勘題観

matoxylin－Eosin染色，　LillieのPAS染色及び　　　切片で濾及すると写翼】2の如く癌組織を被短する徽鵬

Papの鍍銀による組織標本を作製して病理組織学的検　　様結合織は次第に不明瞭となり・檸灘3の知く癌繍織

討を行なつた。また必要に応じて連続切片による組織　　　と腺腫組織との間に組織学的つながりが翻めもれる。

標本を作製して追及した。　　　　　　　　　　　　　従つて，この症例も腺腫が癌化したものと轡丸られ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。

　　　1［成　績　　　　　　　　　以上，述べた如く同一鱗の・榊こ欄職と騰幽織
　　A　甲状腺癌　　　　　　　　　　　　　　　　　　とが混在しており，しかも両嚢の間に組織撃的っなが

　1．甲状腺癌の組織発生　　嗣状腺癌158例を病埋組　　　りが認められる場合には腺腫が癌化したと瀞えられる

織学的に検討すると．腺・匝が癌化したと考えられる所　　　ものであつて，このようなものは恥伏腺癌繍8綱中3⑪

見．嚢胞壁から癌が発生したと考えられる勝見及び獺　　　例に認められた。

痕様結含織の周辺から癌が発生したと考えられる所見　　　つぎに嚢胞壁から癌が発袈したと港丸られ為症1鞭）

等が認められる。　　　　　　　　　　　　　　　　　組織学的所見にっいて述べると，第4例鉱聯轟14に示

　まず1腺腫が癌化したと考えられる鑓例の組織学的　　す如き嚢胞性結節であつて，穿奥15，1蒔に示す麹く縷

所見について述べると，第1例は写真ユに示す如き結　　　い結合織性の獲胞壁の内面の一一部か時浮し蹟ll雌駿癌の増

節であつて，その中心灘こ写輿2に示蛍［1く不規則な　　殖が紹められ，燕増殖漁こ一致して獄職縫に軽窺の癌
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浸潤が認められるが，それ以外の獲胞壁存こは掘浸泄］ほ　　例となり，甲状腺癌の過ド数はヲ己輿憐紬節であるが

鷲められない。また癌組織内には踊1腫組織を全く認め　　　ユ58例中50例に．は乖敢々の孝度の蝿胞変性が認められ

ない。か1・，る所見は襲胞変性に陥つた単純性結節性甲　　　る。

状腺腫の獲胞壁に残存せる脚踵組織から癌が発生した　　　　つぎに甲状腺癌の細織発坐と癌紬節の肉IUモ的所見と

ものと推測されるもので，甲状腺癌が戯胞変性に陥つ　　　の関係を検討すると衷3の如く，腺腫の癌化したもの

たものとは考え難い。このような症例は甲状】腺夢幽158　　3〔｝例中充刻蟻13飾23例，充粟性…都嚢胞化£：“i節6例，

例中19例に認められた。　　　　　　　　　　　　　　嚢胞性結節1例となり，大部分は充i刻甥ll衡1である。

　っぎに搬痕様結合織の圃｝丑から癌が発姐したと考え　　　　嚢胞壁から癌が発生した19例は全伽嚢ll齪隠1〔｛節であ

られる症例の組織学的所見について述べると，写真17　　り，また搬痕癌の2例はいずれも航献性締li閣」である。

に示す如く小葉構造が明瞭な正僧甲状」腺痢L織内に類

門形の撚灘論織ヵlr忍められ，その齢織の中心　表3　VII状鵬　の縛轍1三と肉酌槻

部には癌はll忍められず，結合織の周辺部にはゴ真

18～20に示す如く乳頭状腺癌か認められる。抽；の発育

様式を更に詳細こ観察すると写押9，2〔〕の如く，搬力運　　　腺腫の癌化　30

様結含織の辺縁部における結脅織と甲状腺糸［i織との境　　　i幽1包壁から癌発ムk　19

界部から癌が発生せるが如き所見や，・ゴ輿18の如く搬　　　廠　　　痕　　癌　　2

痕鵬轍の辺瀦で齢將髭の中へとり・まれ．岬状　癖発生脱不明107
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　泉組織か剛醗蜘るカ・女・1漸見が認められる・す　　合計158iOS　124　i　26
なわ，ちこのような症例は叩状腺内にヲ形成された搬痕

灘謙鯉盤として綿・発生した所謂搬繍に欄　　一・一　v）’　，嚢削細糖尉lll；贈癌26槻1‘・1勲には

するものと叛られ，・酬購・58例中2伽認めら　いずれ耀逗胞脚内ili’iか嚇力・邑侃た撫観撚れ

れた。　　　　　　　　　たものであるカ㍉組織勤所見においても嚢麟から
肚述べた攻llく鰍鵬工58例を　、の組鱗生職　獅：発tkiした醐を尉ものは’9例で，6伽欄織

羅魚∵∵1掘1灘｛羅1警撚
姓例19例調膿　灘櫨から錠融　 19　に獺鱒が獅ら締ので・鷹の靴例として取

癌2例となり識　廠　痩　癌　2　微つた・
りの・・7例聯1の遍塾璽王墜L＿＿避　 以上の囎腰約すると岬撒癌の繊懸と【肉
発酬離で繍　　合計　158　眼的醐の問に購摘鰍縣醐め［b；｝L，　jlbkmaの癌化
学的蘭。発Ct、1・」：　　　　　　例では大糊が嫉｛生繍であり・鯉繊醐聾鍛
地を甑する。とが出来なかつた。　　　　例で雌膿胞性繍であり，1蝋癌で齢例充蹴
、一酬隔の繍撒と肉1睦翻侃甲状腺癌・・8　結節である・勲蜘繍節の大粗嚢1騰から癌が
例を瀦節の肉眼的醐から以下の如く分凱た．す　発生したものであるが・なカ’には例外もあることは注

なわ猫節のほ。錐疏離夕襯を示すものを礁　意すべ灘である・

㈱節，結節・焔分は艦i・である・・，一部畷胞　3岬状騰の繍饗繍f象犀1状懸158例

変齢認めら泌もの統難一繊月包化櫛櫛　の鰍軸頒は袋4に・く物く，孚剛鞠・照例，

・柵が燃欄繊胞壁・隙わずか表4嚇㈱織学的鵬聯瓢
霧蹴鰐表・鴨癌・肉眼匠欄＿墜一遡上蜘例で・
ると衷2に示す如　　　　　　　　　　　　疲　例　　　　乳頭状腺癌

く，嫉性結節…J　夏…亙』一…1冨　濾胞状肪懸
・・8例充実性一　充黙＿羅難胞化　24　単　純　癌
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　扁　平上　皮癌
部嚢胞化結節24　　嚢　　胞　　性　　　26

ユ37　る・甲状腺癌の組

13　　帯哉発生と紐轟表｛象と

　7　　の関係は表5に示

　1　　す如く，腺腫の癌

例灘性結節26…
磨c計’τ…颪t－ttrr．．．一一’t合耳……ig’g「化したもの3°例中
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第　1　例

写真1　t　ttt　tttt　ttt　1・紘蕪、一一、，　　　　’　－x，

写真2　灘劔、



第1号　　（1965）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17－（17）

写真4

，
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　　　　　　　　　　　　第　2　例

　　　灘灘　澱顧’・9鍵臨。

写真　6
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写真7

写真8
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第　3　例
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写真12

写真13

￥・▼騙’漁囁磐

沿　　．灘潮　・一
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　　　　　　　　第4例

5　f’　15
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　　　　　　　　　　　第　5　例

写真17

　写真18

　　　　　”　　窯　し『＼’”f「’磁察伽

　　　’　　　耀・魏籔急1雛1繁
　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コる　　　　　　ゆ　’．　　　　　　　　　　　　　　：み　　　　　　　’　ヘ　　　　ト
．　　　　’　　　　　　　　。鴨　ρ　　　　　　　鰯　　　　　　　 ’　　　篠，・　・F．、t

躍 塵嶋の隔・　・’・一、・鵜．　　z．．ミ、，・。，∵ぜ
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写真

謬『。

藝

写真20



第1号（1965）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25－（25）

写真21

写真22
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乳馴畑蜘23例，濾胞状ll脇7例であつて，乳側燃　 攻rlくやs．・PIK’蜆則な細i包酉、例，異’潤悌等いわゆる慰μ！

癌と濾胞状腺擢1との比は3．3：1である。一一．・方嚢胞壁　　　的増殖を示すものがある。このような暴型的増殖は黛雑

から癌が発生した例及び搬痕癌では全例が乳頭状腺癌　　　fi屯性結節性甲状｝1泉111嚢661例ll1変性嚢1泡94例を除く567例

であり濾胞状腺癌は：・，gめられない。また癌発生1；馳不　のうち1。5例18．5％に認めPMした。これを単側繍1｝節

明例ではユ07例rl・1，乳頭1［Jt腺癌93例、1慮胞）【犬腺癌6例、　　性叩状腺旺璽の組織像別に検討すると表7に示す如く，

単純癌7例，桶平．．1：皮癌1例で乳頭状腺癌と濾胞状腺　　　異型的増殖1よ索状腺腫に圧filll的に多くみられ，ついで

癌との比は15．5：1である。すなわち甲状腺癌の糸ll織　　　管状腺腫に多い。すなわち異型的増殖の」）．li　lxgは単純性

溌坐と組織際との間には或る萄｝度の関逃セliが認めら　　　結節性甲状腺ll壇の組織像と糟接ノit関係にあり，隷織学

れ・腺擁の癌化例では他の発盈…様式の甲状腺ll強及び癌　　　的に分化の租度の低い［1，1状腺腫には，異型的増殖は塑

発生彫地不明例に比較して濾胞状腺癌の些質度が比較的　　　く，分化の程度の商いものには少い傾向がある。

高い。

表5　1隙｝購の組織発d三と組織像　　　　表7縣E｛’　宗櫛制1状1關lfiにみら糠

腺腫の癌化30
嚢目起壁から癌発生　　19

搬　　　痕　　　癌　　　2

擢1発封三母地不明　fe7

乎L頭二伏

腺癌

23

19

2

93

濾胞状
腺癌

7

0

〔〕

6

単純癌

0

0

⑪

7

　　　　　　　　　　異望凶的増殖
A「吊　平　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　rr・一・一・・…・一・一一一・一・・一・・…一一一・一一・・

⊥波癌　　　　　　　　　　　　　　i　銀型的増痢lc
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　’げ　　　　　　　　　1例　数i　％
0
　　　　～やξ　　：｛ノこ　　［腺　　ll！1／i　　　17

0　管状腺ltlrl　105
1　濾胞状腺腫55

台計ISS　113ア巨3　i　71　乳蜘i尺劇・ll　28
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ：tイド腺腫　293

13

53

13

コ0

14

胡・撒癌。熱母・也。組辮的襯・1・欄ウ1　麟樹1状獺ggi　2

？6，5

f5“，5

23．6

35，7

4，8

2，9

158例のうち願・癌イヒ・たもの・・例譲櫨から癌　　合計　5・711・5118・5

が発生したもの19例及び搬痕癌2例の癌発先偲地につ

いて検討を行なつた。腺腫の癌化したもの30例の癖発　　 考按
生母地となつた腺腫の組織激は衷6に示す如くtraロ　　　甲状腺猫の組織発生として嚇屯機結節性lli状腺翰の

表6樋の癌化伽。おけるイド朋芝㈱購　悪性化蝋囎す・轄瞳いが・その根繊醐度
　　　癌発生隠地の組織学的　　く17例・管状腺腫　　　は報イ1諸によつて可成り異る。Hare①，　Horl1①等は

　　　分類　　　　　　　　　　6例，濾胞状腺腫　　　甲状腺癌の多くは畏期間にわたつて大きさ不変の紬節

　　　　　　　　　　i症例　5例，乳頭状腺腫　性甲状腺腫が認められることから，このような甲状腺
　　　　　　　　　　「
＝ロイドIYk，】1重

管　　状　　腺　　腫

i慮　胞　状　1］泉　Il重

醤L　頭　状　1腺　腫

不　　　　　　明

17　1例で，他の1例　癌は既存の腺紐亜が悪性化したものと考えた。そ鯛1度

6　　は腺腫の組織像が　　　についてHare①は甲状腺癌のほとんど金部，　rl（，rn⑧

5　多様で組織掌的に　　　は74％と可成り高い頻度を綴告している。

x　　分類出．来なかつた　　　　騨状腺癌は臨床上緩慢な発育：を示すものが多いこと

1　ものである。　　　　は丸田⑱，降旗⑪等によつて指摘され，まだ藁賭瞳は

　　　　合　　計　　」　　30　　　嚢胞壁から癌が　　　蒲理組織学的にこれを裏付ける成績を得ている。従つ

　　　　　　　　　　　　　　　発生した19例では　てWard⑨t　M・・ti・⑪，　P・mbert。・⑭等輔摘して

癌組織内に腺腫組織を全く認めず・従つて癌発坐緯地　　　いる如く・結節挫甲状腺腫が長期【司存蕉していたこと

の検討を行うことは出来なかった。　　　　　　　　　　から単純性結節性脚状腺腫の悪性化による甲状膿癌と

　搬痕癌の2例では癌発生母地となった搬痕様結合織　　　断定することは妥当ではない。Coller⑥，　Speeseの，

にば特殊な組織は認められず，結合織の形成機転につ　　　Cole⑰等は癌結節を病理組織掌的に検索し既存の腺

いて明らかな所見を認め得なかつた・　　　　顕磁が翻三化したと考えられる所見編獅ている。その

　　B単継ヒ結節性甲状腺腫　　　　　　搬FこついてはC。lle・④1よ98．8e．・ti，　Spee、，㊥ほ7呂．　S

　単純性結節性甲状腺ll重においては上皮細胞は多くは　　　％，　Cole⑰は37・〔｝％と述べているが，　Martin⑬は25

規則正しい配列を示すが・時として写真21に示す如く　　　例の甲状腺癌中腺腫カ1悪性化したと港え得る症鋼に1

規則正しい細胞配列を示す腺唾組織の一一一部に写真22の　　例に過ぎなかつたと述ぺているq
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　この様に組織学的に腺腫の悪性化像を総める頻度は　　　⑳は甲状腺癌の特殊な型としてnonencapsttlated

報告潜により可成りの相違がある。箸者は同一結節の　　　sclerosing　tumorを報告しており，薯潜の症例と多

中に癌組織と腺腫とが混在し，しかも両者の間に組織　　　少類似の所見を言己戦しているが，癌の組織発生に，は触

学的つながりが譜められるものを腺腫の癌化例として　　れていないので彼我の成績を比較することは出来な

取り扱つたが・このような症例は甲状腺癌158例中30　　い。

例19％に認められた。　　　　　　　　　　　　　　　　　甲状腺癌の組織発生と肉眼的所見の関係において腺

　甲状腺癌のうち肉眼的に嚢胞盤の内颪の一部から癌　　　腫の癌化したもの30例中23例ほ充爽性結節であるが，

が増殖している如く観察され・組織学的にはdifi組織内　　　残りの7例は充実性・一部襲胞化結節乃至は嚢胞性結節

に腺唖組織を全く総めず・嚢胞壁は癌増殖部に軽度の　　　であつた。これらの7例は組織贈的には癌組織の一部

猫浸潤が認められるに過ぎないものを嚢胞壁から癌が　に腺樋糸且織が認められたもので，卿泡変｛・ヒに陥つte単

発生したものとして取り扱つたが・このような症例は　　　純性結節性甲状1腺腫の腺職組織から癌が発寵したもの

甲状腺癌158例中19例L2％に・認められた。しかしなが　　　と考えられる。

ら，かxる症例は嚢胞凌性に陥つた単純憔結節憐甲状　　　　一一方，嚢胞i生結節を示す26例中節例は組織掌的に嚢

腺腫の襲胞壁に残存せる腺腫組織から癌が発生したも　　胞壁から癌が発生したものと考えられる所兇を示して

ので・腺「踵組織rま癌の増殖によつて消失したものと考　　　い幽が，6例は磯胞壁から癌が発坐したものと鳳考え

えられるから・灘胞壁から癌が発生したものもまた磁　　難く，むしろ癌が爽胞役機に陥つ翫と轡えられる所見

純i生結節性甲状腺魎が劉猷化したものであつて・腺腫の　　　を示していた。すなわち甲状腺癌の肉10舶勺所児におい

癌化例と合せると単純侶1…結節機甲状膨礪の癌化例は　　　て充爽挫一部簸胞化結節載いは蟻胞性紬節として観察

・58榊49例3・％となり，その頻度はC。1・⑫の37・。　さ滴ものの、｛・燃識胞獺，に陥つたi斡純膿i鰍

％に近い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲状腺腫の一部から癌が発撫したものと，掘が鐡胞変

　一般に癌の増殖・進行とともに癌発飽灘地の組織構　　　性に陥つたものとの3つの過穣があるものと営えられ

造は不明瞭となるのは当然であり・従つて癌の組織発　　　る。

生は比較梱糊の症例にヰ・いてのみ明らかにすること　　教室の沢田⑳は聯鰍繍1憐岬状腺駆の過半数に

が出来る。本研究において取り扱つた耳；状腺癌158例　　　種々の程度の麟i胞変性を認め，その頻度庶単純｛生結節

の中には可成り進行した癌も含まれているので・単純　　　il長甲状腺魎の組織学的分化の糧度と密摘な関係がある

性結節性甲状腺距の癌化例31％という伐績は必ずしも　　と述べているが，甲状腺癌にみられる嚢胞変伽ま単純

正確とはい、灘く，Pe瓜berto豆ゆも述べでいる如く，　　憐紬節悔甲状腺樋のそれに比較してさらに襖i雑であ

このような頻度を正確に賃：出することは不可能に近　　る。

い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲状腺癌は組織学的には乳頭状腺癌が般も多いこと

　以上述べた如く甲状腺癌の発‘鵬地として・聯轍三　は一般に認められているが，　tf・1状腺癌の組織触別に

結節性甲状腺腫はきわめて璽要であるが，その他に甲　　組織隙を険詞すると，腺腫の癌化例では乳頭状腺癌と

状腺内に形成された廠痕様縮脅織の周遅から癌が発生　　　濾胞状腺癌との比は3，3：　．1であるが，盤胞籔から癌

し・所謂獺痕癌に相当する疲例を2例経験している。　　　が発生したもの及び搬痩癌では全例が乳頭状腺癌であ

これらの症例では癌は或いは結合織と甲状腺組織との　　り，癌捌三母地不明例では乳頭状腺癌と濾胞状腺癌と

境界部から発生せるが911く，或いは結合織の周辺都で　　　の比は15．5：，である。すなわち乳頭状腺癌に対する

結合織の中へとりこまれた甲状腺組織から発生せゐが　　濾胞状腺癌の頻度は腺純の癌化例に多い。

如く観察され　搬痕様緒脅織を基盤として癌が発生し　　　甲状腺癌の組織像別頻度について緒者⑮は，かつて

たものと考えられる。　　　　　　　　　本邦では濾馴犬腺櫛砒較して乳頭状腺1幽が圧働1鵬
　撤痕癌は熱傷後に発生する皮慮搬痕癌として・一一J般に　　　多いのに対し，欧米では両潜の箆が氷邦におけるほど

知られているが，皮靱外ではエ93騨Fd・d・1d⑱　靴くないeとを欄した。一鰍米では前述碑1く

によつて肺癌の特殊な発生醸式として指摘されて以恥　　　Coller⑥，　SpeeSe⑦等により著素よりもはるかに高

次第に注目されるようになり，本郷では影山⑲，レ　　帯に腺腫の癌化例が報告されている。以上の事婁から

部鞠塒の纐榔ついて諒た椎⑳帽に滑　欧瑳≒に濾抱状腺癌の搬縞いのは鞭の靴例が多

る癒痕癌について報告している。しかしながら甲状　　いことによるものと推測される。

腺における綴痕癌ゆ報告は獣諸の調査した範囎では・へ　　　　甲状腺癌の発生母地の組織学的所見に関しては，ま

られず，著者の2例は1叢1譲な漁岡である。Haz．nrd㊧　　　ず腺腫の癌化例では30例中ロロイド腺．1重が癌化したと
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思われるものが最も多く17例で，ついで管状腺腫，濾　　　　3．甲状腺癌の組織際に関しては腺腫の癌化例では

胞状腺腫，乳頭状腺腫となり，腺腫の組織学的分類が　　　他の癌に比較して濾胞状腺癌の頻度が高い。

不可能であつたものが1例認められた。しかしながら　　　　4．癌発生母地となった腺腫の組織像はコロイド腺

沢田⑳の研究によれば，コロイド腺頗と濾胞状腺唾と　　　腫が最も多く，っいで管状腺腫，偲胞状脚匝，乳頭状

は比較的類似した組織像を示し，また乳頭状腺匝の組　　腺腫の順序である。

織像はコロイド腺腫或いは濾胞状腺腫にもしばしば認　　　　5。変性嚢胞を除く蟻純1｛｛三結節樵甲状腺騒亟のコ8・5％

められるので，癌発生母地となつた腺腫の組織像を明　　に異型的増殖ヵミ調められ，組織像別にほ異型的増擢〔は

確に分類することは困難である。　　　　　　　　　　　組織学的分化の程度の低いもの程多く，分化のt・量V．xの

　嚢胞壁から癌が発生したもの19例では癌組織内に腺　　　高いもの税少い。

腫組織が認められないので，癌発坐母地の検討はbLl来

なかつた・　　　　　　　　　　　　文献、
臓癌2 Y発生母地となつた撚様糸禰義に囎　①H、，e，　H．。．，。、。、，C、。，。，。f、h，　T、，，。id，

雛乞難灘鵠；t雛難醗盤諮器、Vざ論整謙
る異型醐靴検討してみると・鯉1灘を除い騨　，。id　G1、nd．。m．　J．　R。e。、、，。。1、，、，，454．4、、，

純雌鰍甲撒醐7伽｝コ5蝋勺鰍は1°5例18・5、94、，⑤、。11，，，．E　A．、A、＿、、。、　Gan，。r

％に認められ・組徽脚螺　茂腺腫・鰍｝緬糀　。f、h，　Th，。。id．　JAMA，　92．、．4、7．．462s、929．

欝鰯化の搬の低いもの程勢く，濾胞状撫・・　（’・］Spee、。，　J，，。、。1、Th，　M、li。、n、　D，、r，＿、、。n

°イド騒翻化の磁蠣いもの程少い・単継結　。f　B，ni、n　T。m。，、。f　th。　Th，，。id．Gl、nd．　A。。。

節性職縣卿に以上の如q匙鮪聯瑠められ　Su，9．，・4，684．69。，192、．⑤Y。u。9，　M、。．＝

るCとは藪な蝦であつて一これらの異型的㈱を　C。，ci。。m、。f　th，　Th，，。idα。。d．　S，，、．　27；

瀦灘謙鑑篠・1蒲瓢憶、翻：K儲・驚
ること醐細であろう・　　　　　S。m。S。。gi。。I　P，。bl，m，。fN。。、。。i、　G。it，，，

　　　　　　結　論　　　　　　　J・Clin・End°c「in°1・＆M・t・b・1°　；　1092　一一　1098・

1繍鶴謙瓢騨鵠癖黙鐸懸騨懲総ll
継馳不糊である・このうち｝購の靴例と魏　床病理鰍1臨・3、・68－、78，、96、L⑩P，rn’一・

壁からの襯生伽単麟糸・髪鰍鞠1顯の悪剛ヒに　b…Q・，J」。：M。lig。。。・L，，i。n，。f、h，．Th，，。id

よるものであり・従つてq」状腺勲組織発q三のう騨　 Gl・・d．　S・・g．，、Gy。．，　Obst．，69，417＿43（｝，　1939．

純性結鋤性甲状腺腫の悪lfll化は最も重要であるe　　　　⑰Cole，　W．　H．，　et　a1：P。tentiai　Dangers（，f

　2・剛納醐では臆置の癌1ヒ働駄紛統獺l　N。・t。・i・N。d・1・・G。it・r．　JAMA，　127　：883＿888，

糸櫛畷1櫨からの癌発’1三伽締i脚1滋結節・纐　ユ945．　硬・i・d・i◎h、G。：Periph，・e　L。ng，n．．

癌は全例鱒実性結飾である雪　　　　　　　　　　　　　　krebse　auf　dem　Bcden　pleuranaher　Narben，
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Virchows　Arch，，304：230－247，1939．　　⑲影1」」　．　may　corresp9エ1d　to　the　so－called　scar　cancer・

圭二：肺の廠痕癌　癌の臨床，9：132－138，1963．　　　　　The　thy了Qid　carcinomas　can　be　grossly

⑳卜部美代志。他：肺癌の発生母地外科，24：119－　　classified　into　solid，　partially　cystic，　and

140，1962，　⑳村上忠重：胃潰瘍と胃癌　治療，42；　　mainly　cYstic　tumors、　Most　thyr◎id　carcinomas

261－266，1960，　　＠Hazard，　J．　B，，　et　a1：Non－　　　which　arised　from　adenoma　are　the　solid

encapsulated　Sclerosing　Tumors　of　the　　　　tumor，　a11‘）f　the　carcinomas　from　cystic　wa11

Thyroid，　J，　Clin，　Endocrinol．＆Metab・，9：1216－　　are　the　cy6tic七umor，　and　all　of　the　scar

1231，1949．　⑳Hazard，　J、　B．，　l　SmaU　Papillary　　cancers　are　the　solid　tumor．

Carci皿o瑚a　of　the　Thyroid．　Lab・Inves七・，9：86　　　　　　H至stologicaily　the　rnost　comMoll　type　of

－・
X7，1960．　⑳沢田久雄：単純性結節性甲状腺腫に　　　thyroid　carcinoma　is　papillary　type，　and　in

関する研究　信州医誌，13：448　一一　471，1964・　　　　　rare　follicular　type　is　seen・Somewhat　re－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lations　can　be　noticed　between　the　pathogenesis

　　　　　　　　　　ABSTF毫Aer　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　aiid　the　histolo郎ca1’type　of　thyrold　carciユio－ny

　　　Althb、gh　rnany　re・e・rche・h・v・been　d。・・　m・・ln　th・　c・・ci・・m・…ising　fr°m　aden°ma・

・n・thyr・id　gl・・d，　th・re・・re－s。m・di・c・蜘・i・・　f。11i・・1a「typ・1・seep　m°「a　f「eq．u”ntly　c°m“

。。th。　p。th・genesis。f　thy・・id…cin。m・．　pq”ing　with。ther　g「。ups・

P。th。1。gi，・1・t・dy　h・・been・tt・mpt・d　t。　　b“・・th，・r・a・ef・1…エy・is°f．　th・30　ca「ci－

、1。，ify　th6　P。七h。9，n，、i，　f。，158　thy，。id　ca・ci－　n。mas　whi・h・・i・・d　f・。m　ad・n・mia　revel・d　th・t

。。rnas。。d’66k、itnpl，。。d。1。r　g。it，・，．．　　17　w…f・。m・・11。id・d・n。ma・6蜘m　tゆ“la「

　　　Hi、t。1。gi、。lly　it　wa，，e。ea1，d　th、t　30。・t　．ad・n・鵬5f・・m　f。Ui・ular　ad・n。m・・1．f「°m

。f　th，ユ58　thy，。id、。，。i。。m、’ C　’ v。re。ss。ci。t。d　p・pi！！・ry・d・・。m・，・・d　l　t「。m　unc！assified

with、d，。。m。．　Thes。、，e。。。、id。，ed。、　the　aden°ma・．

、a，。i。。m、。，i、i。、　f，。m，，e．，。i，ti。9。d＿、，　A．typical　9「°wth　was°bse「ved．in．18・5％°！

．t。。，h。，19，、。，ci。。m。，i，，。，　w。、、b、，，。，d、◎　the　simple　n°d”la「g°ite「S・　．The　f「equency°f、

b。』，6w、。g，，。m、，，tl、　vvall．。。d，，，，um。bly　the　atypica1痙「°wth．is　．c｝°sely．「ela’ted　t°．the

i、。，i、e，　fr。m、d，n，m、　ti、、ue　t，m、i。，d。n　hist°1°gi°al　classificゆぬ゜f　the　simple　n°d””

，h，　cy、t、、　w。1、1。、。t。、4、。。、。f　th，、581・r　g・it・…th・　f・equency　is’hi・1剛n．’ess

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　differentiated　ade皿oma　and　lowar　in　more
were　thoUght　to． b?@the　carcinoma　due　to七he
皿、lig。、n，　d。g，n。，。、i。n。f、impl，。。d。1、，　diffe「entia‘ed　“den°ma・These且typica19「°wth

、。it，，．エ。，W。，　f。，・・，rm。，e、．@carci＿・iss、e．　may　s“ggest　the　p°te”t．｛aliey　t°devel°P　i”ヒ9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ma！ignancy　fro瓢simple　noduiar　goiter．

was　observed　to　be　groWing　from　the　sur－－

rou且dings　of　scar　in　the　thyoid．gland．　These


